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  本論文の構成は以下のとおりである。 
 
第１章 序論 
  第１節 研究背景及び研究目的 
   第１項 研究背景：連帯と孤独、近代的個人化と統合の問題 
   第２項 本研究の対象及び用語の使い方 
   第３項 本研究の目的と範囲 
  第２節 論文の構成 
第２章「孤独死現象」における「現象」の実在 
  第１節 発現現象の実在 
   第１項［とある姿の「死」］という「実在する現象」 
 1−1 データに基づく「孤独死」の実態把握の実在 
 1−2 事例収集を通じた「孤独死」の実態把握の実在 
   第２項「とある問題」として「実在する現象」 
 2−1 阪神・淡路大震災以前の時期 
 2−2 阪神・淡路大震災以降の1990年代後半 
 2−3 2000年以降の時期  
  第２節 政策的関心の対象としての「孤独死」 
   第１項「孤立死防止推進事業」実施以前の政策の流れ 
第２項 厚生労働省による「孤立死防止推進事業」実施 
第３項「孤立死防止推進事業」以降の主要政策及び流れ 
  第３節 学問的研究対象としての「孤独死」 
   第１項「孤独死」研究の現況 
 1−1「孤独死」研究の動向 
 1−2「孤独死」に関する学問的関心の多様性 
   第２項 主要研究に関する検討 
  第４節 小括：［とある姿の「死」］そして「とある問題」として実在する「現象」としての「孤独死現象」 
 
第３章「孤独死現象」における争点の多様性及び構成要素 
  第１節「孤独死現象」における「孤独死」という用語 
   第１項「孤独死現象」に関わっている用語の意味 
 1−1「孤独」と「孤立」 
 1−2「孤独死」と類似意味で使用される「言葉」 
   第２項 意味の曖昧性：「孤独死」という言葉の混乱 
   第３項「孤独死」という用語の使い方をめぐる議論 
  第２節「孤独死」定義をめぐる争点 
     第１項「孤独死」発現形態の多様性 
     第２項「孤独死」定義の多様性 
 2−1 辞典的定義 
 2−2 政策領域における定義  
 2−3 研究領域における定義  
   第３項「孤独死」定義で現れる争点  
 3−1 死亡場所 
 3−2 世帯類型 
 3−3 自殺の扱い方  
 3−4 生前の状況  
 3−5 看取りの有無  
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 3−6 年齢基準  
 3−7 死後経過時間  
  第３節「孤独死」を構成する諸要素  
   第１項「孤独死」の発現要素：「社会的死」と「孤独死」 
 1−1「社会的死」 
 1−2「社会的死」としての「孤独死」における意味の複雑性  
   第２項 生前の状況に関連する表層的要素：「ヒトリ性」 
   第３項 生前の状況に関連する深層的要素：個人化 
   第４項 死後の状況に関連する表層的要素：死後処理問題 
   第５項 死後の状況に関連する深層的要素：コミュニティ問題 
  第４節 小括：「近代的な死」、そして近代的「個人」と「コミュニティ」をめぐる現象としての「孤独死」 
第４章 日本の「孤独死現象」に関する言説展開の様相 
  第１節 「孤独死現象」に関わる言説の類型 
   第１項 現象に関する認識の多次元性  
   第２項 福祉・制度に関わる言説  
   第３項 個人化言説  
   第４項 コミュニティ言説  
  第２節 メディアの報道から見る「孤独死」言説展開の様相 
   第１項 メディアの「孤独死」関連報道に関する先行研究 
   第２項 分析の対象と報道の推移  
  2−1 分析対象  
 2−2 「孤独死」関連記事の推移 
   第３項「孤独死」報道の動向 
 3−1 1970年代  
 3−2 1990年代後半（阪神・淡路大震災時期） 
 3−3 2000年代以後（「北九州市孤独死事件」と「団地の孤独死」） 
 3−4 2011年東日本大震災以後  
   第４項 日本の「孤独死」言説展開の様相 
 4−1 福祉・制度に関わる言説の展開 
 4−2 個人化言説の展開  
 4−3 コミュニティ言説の展開  
  第３節 韓国の「孤独死」言説との比較 
   第１項 韓国の「孤独死現象」及び日韓比較の意義 
   第２項「現象」の実在に関する日韓比較 
 2−1 韓国の「無縁故死亡者」統計と日本の「立会者のいない死亡者」統計の比較  
 2−2 「ソウル市孤独死統計」と東京都監察医務院の「異状死統計」の比較 
   第３項 韓国メディアにおける「孤独死」言説の展開様相 
 3−1 分析対象  
 3−2 記事の推移  
 3−3 韓国の「孤独死」関連記事分析 
   第４項 「孤独死」言説の日韓比較 
 4−1 「孤独死現象」における韓国的状況 
 4−2 「孤独死」言説の展開における日本と韓国の相違 
  第４節 小括：「コミュニティ言説」としての日本の「孤独死現象」 
第５章「孤独死現象」をめぐる「コミュニティ言説」及び、その特徴 
  第１節「常盤平団地の物語」再検討 
   第１項「発信の中心地」としての常盤平団地 
   第２項 常盤平団地の「孤独死」対策 
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   第３項 「常盤平団地の物語」に内在する特徴⑴：人的要素への強い依存 
   第４項「常盤平団地の物語」に内在する特徴⑵：共通の集団経験による強い住民意識 
  第２節「無縁社会論」に対する批判的検討 
   第１項 流行現象としての「無縁社会論」の展開 
   第２項「無縁社会論」の内在的構造：「社会的排除」と「親密圏の変容」 
   第３項「無縁社会論」の問題点と限界 
  第３節 小括：「孤独死現象」をめぐる「コミュニティ言説」の脆弱性 
第６章 福祉問題としての「孤独死現象」とコミュニティ 
  第１節 福祉と「孤独死現象」 
   第１項 「良く統合されている(well-integrated)」状態としての福祉概念 
   第２項 連帯と統合に対する警告：「孤独死」の「問題的」側面 
  第２節 近代におけるコミュニティの状況  
   第１項 コミュニティの基本属性：境界性、同質性、帰属性 
   第２項 コミュニティの近代的状況  
  第３節 「孤独死現象」と対応主体としての「コミュニティ」 
   第１項 「『ツナガリ』のコミュニティ」と「機能的ネットワーク」 
   第２項 「孤独死現象」と「機能的ネットワーク」としてのコミュニティ 
  第４節 小括：「コミュニティ」の近代的状況と福祉問題としての「孤独死現象」 
第７章 結論  
第１節 日本における「孤独死現象」のありよう 
第２節 本研究の示唆点と意義  
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